
運転モニタリング計画の概要 
 
ＰＣＢ処理施設の運転監視を安全且つ効率的に行うために、施設全般の稼働状況、主要

操業データは中央制御室にて集中管理・監視します。 

運転モニタリングの対象となるのは、操業データと作業状況です。いずれも中央制御室

でモニタリングしますが、操業データはローカル制御装置から約８千点のデータ信号をＤ

ＣＳで受け渡しし、さらに「操業管理システム」でデータベース化したものの一部を情報

公開ルームで公表します。また作業状況は、作業者の動き及び機械設備の状況を監視する

ために作業監視用ＩＴＶ装置が１３８箇所に設置されて、撮影された映像を中央制御室の

ディスプレイ画面で監視し、一部は情報公開ルームのディスプレイ画面でも公表します。 

情報公開ルームで公表する操業データは、処理施設の運転状況及びＰＣＢ廃棄物の受

入・処理・払出状況並びに環境モニタリング及びオンラインモニタリングの測定値で、次

頁以下に例示しました。 

 
 

 
 

 
 

各ローカル制御装置（複数個） 各ＩＴＶ装置（複数個） 

DCS（中央制御装置） 

現場 

操業管理システム 

操業データ 操業計画 

情報公開ルーム 

操業データ 

プロセス監視 
ディスプレイ画面 

ディスプレイ画面 

作業状況 

 

中央制御室 

制御信号 データ信号 作業状況
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図 データ信号の送受信 



 
 
 
 



 



 



 



 



 



 


